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 論文審査の結果の要旨
 核子を入射粒子又は反応生成粒子とする核反応を歪曲波ボルン近似(DWBA)にもとづいて解
 析する場合,入射又は放出チャンネルの核子一核相対運動の歪曲波を作るために,信頼できる核
 子一核間光学ポテンシャルを知ることが要求される。核子一核闇光学ポテンシャルは,個々の核
 種について,核子弾性散乱の実験データをできるだけ良く再現するように決定される。このよ
 うにして決定された光学ポテンシャルのパラメータは,核子の種類(陽子又は中性子),入射核子
 エネルギー,散乱核の質量数,核対称パラメータ(散乱核の中性子数から陽子数を減じ質量数で
 除したもの),等に依存することが知られている。核反応実験データのDWβA解析を行う際,～
 般には,反応実験の条件と同じ条件の下に弾性散乱実験より決定された光学ポテンシャルは予め
 存在しないのが普通である。入射チャンネルについては,反応実験を行う際併せて弾性散乱デ
 ータを取ることが可能であるが,放出チャンネルについては,これは多くの場合園難又は不可能
 である。このような場合のために,光学ポテンシャル・パラメータの核種や核子エネルギー等に
 対する依存性が滑らかであると仮定して,種々の条件の弾性散乱実験から決定された側々の核種
 の光学ポテンシャルから出発して,これら依存性を解析的に取り入れた平均的光学ポテンシャル
 を作っておくのが好都合である。実際,40以上の質量数範囲については,既に信頼度の高い核子
 一核間の平均的光学ポテンシャルが得られている。しかしながら軽い原子核,特に1p殻領域の
 核については,信頼できる平均的ポテンシャルが存在していない。
 本論文において著者は,圭p殻領域の6種の原子核による35MeV偏極陽子の弾性散乱につ
 いて,微分断面積と偏極分解能の角分布を測定し,弾性散乱を9パラメータ光学ポテンシャルに
 よる散乱として,実験データを再現するパラメータの探索を行い,各原子核について最適パラメ
 ータを決定している。更に入射エネルギー範囲15～40MeVにおける1p殻原子核による陽子弾
 性散乱の既存のデータを集め,併せて,1p殻領域漂子核について平均的陽子光学ポテンシャル
 を導磁している。又,平均的中性子光学ポテンシャルについては,L蝕eによって提唱されたア
 イソスピン依存項から期待される所に従って,平均的陽子光学ポテンシャルの強度パラメータを,
 その中に含まれる核対称パラメータ依存項の符号を変えるだけで,そのまま中性子ポテンシャル
 の強度パラメータとして謂い,既存の隻p殻原子核による24MeV中性子弾性散乱実験データを
 できるだけ良く再境するように形状パラメータを探索・決定することにより導出している。この
 ように本論文は,1p殻領域の原子核に関する核反応輿験データを解析するために有閑な核子一
 核間の平均的光学ポテンシャルを導出しており,今後この方面の研究の進展に寄与する所が少く
 ないと思われる。これは本論文の著者が自立して研究活動を行うのに必要な高度の研究能力と学
 識を有することを示している。よって椛澤光昭提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認
 める。
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